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糖尿病慢性并 症的中医治 －⑤

糖尿病失眠症的中医辨治
天津中医 大学第一附属医院内分泌代 科　 深涛

　　糖尿病与失眠症是互 因果的 系，随着 代的 展，糖尿病病人伴 失眠症的
病人有增多的 ，而失眠本身又明 的影响血糖的 定，近期的研究明 了睡眠与
糖尿病 生 的相 性。本病在中医的古代 藉中称 “不寐”、“不得眠”、“目不瞑”
或“不得 ”等，中医 气入 静 寐， 气出于 醒，而 行 律被
破坏 心神失其 而 致失眠，糖尿病之失眠的病机特点， 以因病致虚 主，心神
失 或被 乱而致病。糖尿病失眠的辨治不能 一去安神催眠，而是要 本兼 ，整
体辨 ， 方用 即要施以安神方 ，更要将糖尿病的血糖、血 以及并 症等各
因素 合考 ， 中医 系 理的 ，方可收良好之 效。

摘要
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一　病因病机

二　辨 分型
（一）肝胆郁
症状

治
方

化裁
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（二）心 不交
症状

治
方
物

化裁

（三）升降失司，痰 内
症状

治
方
成

化裁

（四）肝郁血虚
症状

治
方
成

化裁

（五）心脾 虚
症状

治
方
成

化裁
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糖尿病慢性合併症の中医治療－⑤

糖尿病不眠症の
中医弁証論治
天津中医薬大学第一付属病院・内分泌代謝科　呉深涛
〔翻訳〕天津中医薬大学　柴山周乃

　糖尿病と不眠症には因果関係があり，時代が進むにつれ，糖尿病患者で不眠症を
併発する者は増加傾向にある。また，不眠は明らかに血糖値に影響を及ぼす。最近
の研究により，睡眠と糖尿病発症リスクとの相関性がはっきり示された。本病は中
医の古代書籍のなかで“不寐”“不得眠”“目不瞑”“不得臥”などと呼ばれている。
中医は，陽気が陰に入り「静」の状態になると寐（ねむ）り，陰から陽気が出

い

で「動」
の状態に移ると目覚め，この運行リズムが崩れると，心神がバランスを失い不眠と
なると考えている。糖尿病不眠の病機は，糖尿病が原因で虚となり，心神が失養，
または心神が擾乱され不眠となるのが特徴である。糖尿病不眠の弁証論治は，安神
催眠を行うだけではなく，標本ともに考慮して整体弁証し治療を施す必要がある。
方剤を使用する際には，安神方剤を用い，さらに糖尿病血糖，血圧，合併症など各
種要素も総合的に考慮し治療を行い，身体システムを調節するという中医薬の優位
点を発揮すれば，方剤は良い治療効果を収めることができる。

キーワード

要旨
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①　病因病機
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②　弁証分型
（1）肝胆鬱熱
症状

治則
方剤
処方構成

加減
芍

（2）心腎不交
症状

治則
方剤
処方構成

加減

（3）昇降失司・痰濁内擾
症状

治則
方剤
処方構成
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加減
芍

（4）肝鬱血虚
症状

治則
方剤
処方構成

加減
芍

（5）心脾両虚
症状

治則
方剤
処方構成

加減

結語
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プロフィール
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中医弁証論治による
気血両虚型頭痛の処方穴
関西医療大学　大阪府立大学大学院　王財源

はじめに

表１
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表１．頭痛の代表的な中医学上の分類

症　例
患　者
初　診
職　業
主　訴
愁　訴
現病歴

検査所見

既往歴
中医学的所見

弁　証
治療原則
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処方穴

手　技

第２診（2009 年９月初旬）

第３診（2009 年９月中旬）

第４診（2009 年 10月初旬）

第５診（2009 年 10月中旬）
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第６診（2009 年 10月末）

五臓の相関関係より痛みをみる

処方穴の組み変えが治療には必要

-
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おわりに

参考文献
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腎陽虚からの陰気上逆
（肝陰上逆）の症例
愛媛県　梅の木中医学クリニック　川又 正之

はじめに

症　例

主　訴
今回までの経過

現　症
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弁　証
病因病機

考　察
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参考文献



日本中医学会雑誌　Vol.2 No.3　2012　19

脾胃機能を改善して
流産を克服した症例
東京都誠心堂薬局薬剤師　石川 真
東京都誠心堂薬局中医学アドバイザー　司馬 張

はじめに

症　例

患　者
主　訴
病　歴

現　症

弁　証
治　則
処　方
方　義
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第２診（2010 年１月 31日）

処　方
方　義

第３診　省略

第４診（2010 年３月７日）

処　方
方　義

第５診（2010 年３月 28日）

処　方
方　義

第６診　第７診　第８診　省略

第９診（2010 年６月５日）

処　方
方　義

第 10診（2010 年６月 19日）
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処　方

第 11診　第 12診　省略

第 13診（2010 年７月 31日）

処　方
方　義

まとめ

参考文献
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⑤

肺（大腸）の病証と治療
神奈川県・平馬医院　平馬直樹

表１
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連載シリーズ

表４
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１）肺気虚証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］
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２）肺陰虚証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

３）風寒束肺証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］
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連載シリーズ

４）寒邪客肺証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

５）風熱犯肺証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

６）熱邪壅肺証

［病態］

［症候］
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［治法］
［方剤］

７）痰湿阻肺証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

８）燥邪犯肺証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］
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連載シリーズ

９）大腸湿熱証

［病態］

［症候］

［治法］
［方剤］

10）伝導失司証

［病態］

［症候］
［治法］
［方剤］

表５
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プロフィール

現職

● 略歴

著書
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⑦

五臓と美容（5）
～腎の特性と美容～

日本中医学会 評議員　一般社団法人 日本美容鍼灸協会 代表理事　北川 毅

【　腎　】（水）

腎の生理機能

①蔵精・生殖・発育を主る

・精を蔵す（蔵精）
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中医美容入門

・生殖を主る

・人体の発育と生長を促す
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連載シリーズ

②各臓臓の陰陽の根本である
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中医美容入門

③水を主る

④納気を主る

五行学説による「腎システム」
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連載シリーズ

腎は骨を主り，髄を生ずる

腎の華は髪にある

腎は耳と二陰に開竅する
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中医美容入門

プロフィール

現職

著書・監修・翻訳
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1． 治法

（1） 急性期（咳嗽症状が重い）

（2） 慢性緩解期

①健脾補腎

②冬病夏治
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2． 特効薬物の応用

蟬

芍

蟬退

僵蚕１ 炒僵蚕

僵蚕２
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芍

3． 中成薬

症例・柴山ケース

蟬

地竜１ 地竜２

全蝎２全蝎１
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結語

プロフィール
柴山周乃（しばやま・ちかの）
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日本中医学会雑誌　投稿ならびに執筆規定

1. 目的

2．投稿資格

3．倫理規定

4. 論文の募集と採否

5. 執筆要項
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6. 文献の記載

7. 電子原稿および電子投稿
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8．論文の採否

9．校 正

10．著作権について
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